
 11．公園内の震災遺構の活用（１） 

■震災遺構活用の趣旨 
 建物被害が大きかった一方で人的被害は無かった。日和山に避難して残っていた20人の園児の命を救った事実が公園の入口での伝承空間となる。建物の基礎やプールが残る。 
 メインエントランスに隣接して残る保育所跡は、造成により70ｃｍ程度下面となるため、広場のエッジをオーバーハングさせて上から震災遺構が確認できるようにする。 
 エントランス広場に隣接して、近隣児童・幼児のための遊具を配置し、未来を担う子ども達の元気な姿をここに重ねる。 

幼児用遊具 

幼児プール跡 

ブロック舗装 

ブロック舗装 

金崋芝 

草花（スイセン等） 

ソメイヨシノ 
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 11．公園内の震災遺構の活用（２） 

土間コンクリートのリノベーション 

■震災遺構活用の趣旨 
 住宅兼店舗の基礎が残り、震災直後に同じ場所で撮
影された３D画像が残っている。 

 立体グラスを使って震災遺構に重ねることにより、被
災時のバーチャル体験が可能となり、リアリティある
伝承施設として後世に伝えていくことができる。 

■震災遺構活用の趣旨 
 駐車場と建屋基礎の一部が残る。 

 隣接して市民活動拠点が展開されることから、市民活
動の合間の休憩空間として活用できる。 

 休憩施設と合わせて、市民活動に必要な用器具を収
納しておくための空間としても活用できる。 

■震災遺構活用の趣旨 
 南浜町２丁目及び３丁目にお住まいだった多くの住民
が利用した集会所の跡地であり、街の記憶の座標と
なる。 

 現場には基礎の一部が残り、街の記憶をたどるきっ
かけを与える。 

■目標とする植栽景観 
 震災遺構周りは、誰からも好まれる園芸品種のソメイヨシノをシンボル樹とする。 
 建物遺構（コンクリート基礎）部分を際立たせるため、郷土の芝である金崋芝で覆い、周辺には土地条件に合った樹群を配置して、樹林に囲まれた震災遺構とする。 
 遺構の足元には、土地条件に合った草花（スイセンやミソハギなど）を植栽し、四季折々の景観を演出する。 
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 11．公園内の震災遺構の活用（３） 

津波による洗掘湿地 

■震災遺構活用の趣旨 
住宅地跡に不自然に残る湿地を、津波の脅威を物語
る遺構として周辺のがれきとともに進入防止柵や説明サ
インを併設しながら保全し、園路際から見学できるように
する。 

ドローン空撮写真（2016.10.14撮影） 

震災遺構の活用イメージ 

市立門脇保育所と園児プール跡の活用イメージ 

初代がんばろう石巻看板跡の活用イメージ 土間コンクリートのリノベーションイメージ 

南浜町会館跡の活用イメージ 津波による洗掘湿地の活用イメージ 
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 12．公園の利活用を想定した中核的施設の機能整理 

※この図は施設の機能と床面積を整理したものであり建物の設計図ではありません 
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池廻りの護岸構造 

 13．水辺のデザイン（１） 

② 善海田池南側 

護岸イメージ 

進入防止柵 

フトンカゴ 

園路 

① 追悼の広場南側 

① 

② 

稲井石貼 

フトンカゴ 

← 追悼の広場 

Keyplan 
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聖人堀の護岸構造 

 13．水辺のデザイン（２） 

③ 

③ 聖人堀上流側 ④ 聖人堀下流側 

④ 

転落防止柵 

← 多目的広場 

ボックスカルバート 

石積護岸（稲井石布積） 

護岸イメージ 護岸イメージ 

ボックスカルバート 

← 多目的広場 

← 追悼の広場 

← 追悼の広場 

南光湊線 → 

南光湊線 → 

南光湊線 → 

南光湊線 → 

Keyplan 

転落防止柵 

園路横断部 
園路横断部 
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 14．計画地の自然環境の把握と植栽計画への反映 
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 15．植栽平面図 
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 16．静砂垣の割付パターン 
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 17．杜づくりの手順 
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 18．整備スケジュール 

※表中の施設名称は仮称であり正式名称ではありません 
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